
第 1回 議員提出条例に係る検証検討会 事項書 
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１ 議長あいさつ 

  
 
 
 

２ 正副座長の選任について 

 
 
 
 

３ 今後の進め方について 
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資料１ 



議員提出条例に係る検証検討会 運営要綱 

 
（趣旨） 
第１条 社会情勢の変化等を勘案し、議員提出条例について検証を行うため、

三重県議会基本条例（平成１８年三重県条例第８３号）第１４条第１項の規

定により設置された『議員提出条例に係る検証検討会（以下「条例検証検討

会」という。）』の所掌事項、組織、運営等については、この要綱の定めると

ころによる。 
 
（所掌事項） 
第２条 条例検証検討会は、議員提出条例の検証に関する事項を調査・検討し、

必要があると認めるときは条例改正を行うものとする。 
 
（検討会の組織） 
第３条 条例検証検討会は、委員１５名以内で組織する。 
２ 委員は、県議会議員のうちから県議会議長が指名する。 
 
（任期） 
第４条 委員の任期は、対象条例の検証又は改正の終了までの間とする。 
 
（座長及び副座長） 
第５条 条例検証検討会に、座長１人及び副座長１人を置く。 
２ 座長及び副座長は、委員の互選により選出する。 
３ 座長は、条例検証検討会の会務を総理する。 
４ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故あるとき、又は座長が欠けたときは

その職務を代理する。 
 
（会議） 
第６条 条例検証検討会は、座長が招集し、座長が会議の議長となる。ただし、

委員の指名後最初に開かれる会議は、県議会議長が招集する。 
２ 条例検証検討会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、

座長の決するところによる。 
３ 前項の場合においては、座長は、委員として議決に加わることができない。 
４ 座長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対し、条例検証検討 

会への出席又は資料の提出若しくは調査を求めることができる。 
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（事務） 
第７条 条例検証検討会の事務は、県議会事務局企画法務課において処理する。 
 
（その他） 
第８条 この要綱に定めるもののほか、条例検証検討会に関し必要な事項は、

三重県議会基本条例第１４条第２項の規定により県議会議長が定める。 
 

附 則 
この要綱は、平成２０年６月３０日から施行する。 



     議 員 提 出 条 例 

条     例 
見直し規定の有無 

 （見直時期） 
施行日 

①清潔で美しい三重をつくる条例 

            （13. 3.27廃止) 

   

 － 
H 6. 5. 1 

②三重県生活創造圏ビジョン推進条例 

（19.12.26廃止) 
－ H12. 3.24 

③三重県行政に係る基本的な計画について議

会が議決すべきことを定める条例 
無 H13. 4. 1 

④議会の議決すべき事件以外の契約等の透明

性を高めるための条例 
無 H13. 4. 1 

⑤三重県リサイクル製品利用推進条例 無 H13.10. 1 

⑥県の出資法人への関わり方の基本的事項を

定める条例 
無 H14.10. 1 

⑦県が所管する公益法人及び公益信託に関す

る条例 
無 H14.10. 1 

⑧三重県における補助金等の基本的な在り方

等に関する条例 

有（施行後３年経過し

た場合   

H18.4. 1） 

H15. 4. 1 

⑨子どもを虐待から守る条例 

有（施行後３年経過し

た場合 

H19.4.1） 

H16. 4. 1 

⑩三重県リサイクル製品利用推進条例の一部

を改正する条例 
無 H17. 4. 1 

⑪三重県地域産業振興条例 
有（施行後５年を目途 

H23. 4. 1） 
H18. 4. 1 

⑫三重の森林づくり条例 

有（施行後５年を経過

した場合 

 H22.10.21） 

H17.10.21 

⑬三重県議会基本条例 
有（必要があると認め

るとき） 
H18.12.26 

⑭三重県議会議員の政治倫理に関する条例 
有（必要があると認め

るとき） 
H18.12.26 

⑮県が所管する公益法人及び公益信託に関す

る条例等の一部を改正する条例 

無 

 
H20.12. 1 

⑯三重県地域づくり推進条例 
有（必要があると認め

られるとき） 
H20. 5.20 

⑰三重県食の安全・安心の確保に関する条例
有（必要があると認め

られるとき） 

H20. 6.23 

(第4章 

H21. 7. 1) 
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申合せに基づく条例立案のフローチャート（検討会の場合） 

  

議長へ提出＝議会へ提出 

（一般質問最終日より前） 

代表者会議・議会運営委員会での説明 

上程・提案説明（一般質問最終日までの本会議開催日） 

原則として委員会へ付託する 

委員会で補充説明・質疑・採決 

本会議で採決 

 

①現状・問題点の検討               

  ↓                       

②議員派遣による現地調査（必要に応じて） 

 ↓ 

③条例案の方向性の決定（概要案） 

  ↓                        ②～⑤の順番は案件、

④執行機関からの意見聴取（必要に応じて）      状況によって異なる 

  ↓                         

⑤県民、有識者等からの意見聴取（必要に応じて）   

  ↓                        

⑥②～⑤を受けて条例素案を作成 

  ↓                       

⑦パブリックコメント（必要に応じて） 

 ↓ 

⑦執行機関からの意見聴取（必要に応じて） 

 ↓ 

⑧全員協議会での説明 

 ↓ 

⑨最終条例案 
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